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アイオイクスの滝日と申します．私，実は
このようなシンポジウムのような形でお話さ
せていただくのは正直初めてなものですか
ら，どこまで有意義な話ができるか心配して
おります．私の会社の業務内容ですが，企業
さんがインターネットを使って企業，ビジネ
スを活性化させて行きたいという時に，コン
サルティングを行い，インターネット上の
マーケティング活動を支援するようなサービ
スを提供しています．今日のテーマ，Web2.1
ということになっていますけれども，ウェブ
の世界がどんどん進化し，逆にお客様も，消
費者も変化しているということで，企業とし
てウェブをどう活用して行っていいのか，そ
ういったことを日々皆さん悩まれながら取り
組まれているわけですが，うちの会社は支援
する立場ですので，常に新しいことを提供し
できるだけ皆さんのニーズにお応えできるよ
うに頑張っております．
実際に私もネットの世界で10年ぐらい仕
事をしています．今日のテーマにもなってい
るWeb2.0，2.1，今非常にインターネットの
世界が変わっているということをベースにお
きながら，今までどうだったのかということ
を話して行こうと考えております．
「Web2.0」という言葉がインターネットの現
場の世界では大変話題にはなっていますし，
またいろいろな書籍も出て，インターネット
の世界を超えているのです．実際にそれで何
が変わるのだろうと．言葉だけが独り歩きし
ている感が無きにしもあらずです．そういう
ことも踏まえながら，今ウェブがどう変わっ
て行っているのかという話をできればとは
思っています．
まず2.0の前に当然1.0もあるということ
になるはずですが，今までのウェブって何
だったのかということを簡単に，実際に仕事
をしていた立場からレビューしたいと思いま
す．やはり近年，特に４，５年の間に，非常
に短期間の間にインターネットが世の中に普
及して，ブロードバンド，日本の場合海外と
比較しても，光ファイバー使っている人は非
常に多いですし，恵まれた環境の中でイン
ターネットを使いこなせるという状態には
なっています．その結果ほとんど全ての人が
インターネットを使うことができるようにな
りました．全てというと大袈裟ですけども，
かなり多くの人がネットを使っている時代に
なっていると思います．インターネットが一
般公開されて商用化されだしてから，当然企
業さんも，最初はその企業のホームページを
立ち上げることから始まったかと思うので
す．インターネットの場合は少なくともアド
レスが分かれば誰でもそこにアクセスできる
ので，個人も自分のホームページを作って世
界中に情報が発信できるわけですから，ホー
ムページの作り方を覚えて，ホームページを
作っている人もたくさんいたわけです．その
先に，ネットという場を使って新しいサービ
スを展開しようということです．
例えば今日いらっしゃっている「はてな」
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さんもそうだと思うのですけど，インター
ネットを使った新しいサービスを始められる
会社というのもたくさんあるのです．これが
５，６年ぐらい前でしょうか．ホームページ
がどんどん出てきて，いろいろな情報源が
ネットにあるのですけど，じゃあどうやって
そういう情報源に辿り着けばいいのだという
ことになりまして，そういった中で最初に出
てきたのがインデックスです．これだけネッ
トに情報が溢れているから，それをちゃんと
整理して，簡単に情報源を探せる場所を提供
すれば，受け入れられるのではないかという
ことで始まったのがYahoo!なのです．
Yahoo!は，どうやってネット上のウェブ
サイトを整理していったかというと，独自で
ヒエラルキー型カテゴリというものをどんど
ん作って行くのです．誰かがそのウェブサイ
トを申請すると，Yahoo!のスタッフがそれ
を分類して適切と思われるカテゴリに登録す
る．それが無料の，今では有料でやる場合も
あるのですけど，そういう形で，情報分類し
て適切な場所にあるサイトの情報を登録す
る．そういったことをずっとやっていたと思
うのです．Yahoo!は，ご存知のようにもう非
常に人気が出て，みんなが使っているサービ
スだと思うのです．けれども，そのウェブサ
イトの数が非常に増えるに従って，Yahoo!
のようなカテゴリ型でサイトを登録していく
という仕組みがユーザーニーズにそぐわなく
なりました．分類してサイトを登録するとい
う仕組みではなくて単純にインターネット上
のいろいろなホームページを，とにかくどん
どん情報を登録させていって，ユーザーさん
がキーワードで検索した時にそれに合った結
果を出すという今で言えば Google的な検索
エンジンが考えられたと思うのです．そう
いったことを提供することで，人が分類して
登録していくのではなく，もうロボットにあ
る程度自動的にやらせようということです．
何千万，何億というウェブサイト，それから
１つのウェブサイトの中にも10ページのサ
イトもあれば100ページもあれば，それこそ
何十万ページのサイトもありますから，全て
のサイトというよりは，ページ，各情報単位
で情報を取ってき来て，ユーザーがキーワー
ドで検索した時に，検索エンジンと言われる
ものが結果を出してくるように変わってきま
した．
ただ，問題として，やっぱり全てを技術的
に処理しているので，ユーザーが検索した時
に思ったような結果が出てこないといったこ
とがかなりあって，当初は使い物にならない
ということもあったのです．そこを Google
という検索エンジンが出てきて，何かよく分
からないのだけど，他の検索エンジンに比較
すると思ったよりはるかに自分の望んでいる
検索結果が出てくる．僕も当時からネットの
仕事をしていましたけど，出てきた時は，め
ちゃくちゃすごいものが出てきたというイ
メージはあまりなくて，他の検索エンジンと
かと比較すると，ちょっとだけ検索の仕組み，
検索した時に出てくる結果の出し方の仕組み
が違うなというぐらいの感じ方をしていたと
思うのです．
ある情報源を見た時に従来の検索エンジン
ですと，だいたいその情報源の情報のページ
の内容を分析して，例えば「社会学」という
キーワードで検索された時に，ページにその
社会学に関する情報がどれぐらい入っている
かというのを分析して，それでより適切な結
果を出すように努力していたのですけど，
Googleの場合，勿論そのページの内容もある
んですけど，そのページが例えば他のページ，
他のウェブサイトでどのくらい引用されてい
るか，インターネットの世界で言うとリンク
を貼られているということなのですけれど，
いかに外部からリンクされているかというこ
とをポイントに置いて，それで情報を整理し
ていったところ，ユーザーには受け入れられ
る結果が出てきたのです．Googleを作った人
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達も大学生でしたし，アカデミックなところ
でより引用されたものをより評価するとい
う，ロジックを持っていたと思うのです．結
果的には Googleはすごく人気が出てきたの
です．日本はまだYahoo!の方が利用者が多
いのですが，世界的にはもう Googleが本当
に６割，７割，８割と検索のシェアを握って
いるような状況になってしまって，もう一大
超巨大企業になっている状態があるのではと
思っています．
インターネットが普及したことで，いろい
ろな情報，ウェブサイトが立ち上がって，そ
れを自由に検索する仕組みとして検索エンジ
ンが登場，普及した．アカデミックな人もし
くはビジネスマンがどちらかというと以前か
らネットを使っていたと思いますけれども，
パソコン，ネットが普及することで，家にい
る学生も，主婦の方とかシニアの方も，パソ
コンで何か気になることがあるとすぐ，ネッ
トで情報を探すというような世界ができてし
まったのです．私はまだ学生の時はそれほど
ネットを使っていませんでした．留学してい
て日本のことで知りたいことがあると，図書
館に行って１週間前の新聞を見て，という非
常に面倒なことをやっていたのです．今では
ネットで検索すればすぐに情報がその場で分
かってしまいます．
とにかく情報というものが皆に行き渡って
いることがあります．それをちょっと大きな
視点で考えると，インターネットは検索する
メディアであるということが言われていま
す．商品を検索して購入したり，仕事や勉強
の情報収集など，ほとんど情報を検索するこ
とに終始しているのではないでしょうか．も
ちろん，何かをするためにネットを使って探
したり，情報だけを読む場合もあるでしょう
し，場合によっては購入までのアクションを
起こしたりします．メディアとしては従来の
他のメディアと比較して，非常にユーザーが
能動的に使っているメディアですが，検索す
るメディアであるのは確かでしょう．サー
チ・ファインド・オブテイン「SFO」という
言い方をよくします．ネットで，いかに一般
の人達の行動が変わったか，SFOという新し
い巨大メディアが誕生したという実感がある
と思います．
こういう動きというのは，ここ何年かの間
に急速に普及してきて，実際にネットを使っ
ている人達に対していろいろなサービスを提
供したり商品を販売していくようになり，
ネットがこれだけ巨大メディアになったのだ
からネットを広告の媒体として使っていこう
という考えも出てきました．それで最初何を
考えたかと言うと，雑誌もしくはテレビのよ
うな感覚や新聞のような感覚だと思うので
す．皆が使っているウェブサイトに広告を載
せればいいのではないかということです．昔
で言いますと，バナー広告みたいなものです．
勿論今もあるのですが，ホームページのいい
ところは，例えば広告があって，ここをクリッ
クするとそのページに飛んでいくわけですか
ら，告知効果だけでなく実際の集客効果もあ
るのでないかとことで，最初人気がありまし
た．実際は，思ったよりユーザーが広告をク
リックしてくれないということもあり，また
大きさも雑誌やテレビとかに比べると，見た
目に気を遣っていて，集客効果，購買効果が
分からず，一時期は本当に，ネットってあん
まり広告効果がないよね，とまで言われてい
たこともあります．
その後，電子メールが注目されて，メール
を使うと従来のダイレクトメールとか紙で
送っていたものに比べるとはるかに安いコス
トでユーザーさんに情報を届けられるという
ことで，メールを使ったマーケティングとい
うのが一時期，流行りました．企業は，自分
のところで会員のメール・データというのを
集めて，定期的に情報発信するという努力を
されていると思うのですが，スパムメールだ
とか，一般ユーザーも日々あまりに大量に
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メールを受け取るので，なかなか広告メール
は見てくれないということもあり，レスポン
ス効果が下がってきます．
そしてこの１，２年は，海外や日本で一番
普及した新しいインターネットを使った宣伝
の手法，マーケティングの手法として，検索
している人に対するアプローチというものが
登場しました．分かりやすい例で言いますと，
今インターネットを使ってマンションの情報
を探す人は多いでしょう．新築マンション購
買の３，４割はもうネット契約になっている
と言われています．そういう人はまず「マン
ション」というキーワードで検索して，そこ
から情報源を見つけていくわけですが，検索
結果に広告主の「マンション」が登場する仕
掛けが出てきたのです．検索サイト向きに，
うちの広告を出してくださいという仕組みで
す．これをクリックした時だけお金を払う仕
組みになっていまして，集客した時だけお金
を払えばいいので，大変費用対効果がいい広
告媒体になるわけです．それから，これはク
リックした時にオークション制になってい
て，いくらまでだったらお金を払えるという
ことで，検索結果の順番が決まっているとい
うことになります．極めて合理的と言うか，
資本主義的な仕組みになっているのです．能
動的なユーザーに対して検索した瞬間に情報
提供できるということで，こういった手法は
現在流行っています．５年ぐらい前ですと，
このような検索した人に広告を打つという手
法は，まったく市場自体が存在していなかっ
たと思うのですが，今年ですともうインター
ネット広告全体の中の３割か４割ぐらいを占
めているのではないでしょうか．勿論
Yahoo!というのは昔から人気がありました
し，検索というのも昔から存在していたので
すが，インターネットが普及してトライ・ア
ンド・エラーを繰り返しながら，効果のある
広告の仕組みとしての，検索を前提とした広
告手法が普及したのだと思います．
インターネットが普及して，インターネッ
トの特徴の１つとして膨大な情報が溢れてい
て，誰でもそれを自由に使える，探せる状況
が出てきた．それに対してYahoo!，Google
に代表される検索エンジンが登場してきて圧
倒的なシェアを得る．そこにインターネット
独自の広告手法，マーケティング手法として，
「検索エンジンマーケティング」が台頭してき
たのだと思います．
「Web2.0」は言葉的には新しく登場したも
ので，これからネットの世界に普及していく
と思いますけれど，現時点で実際にまだ主流
なのはWeb1.0的な部分かなと思っていま
す．私の会社は，例えば「マンション」と打っ
た時に，広告ではなく，検索結果に企業さん
のホームページをできるだけ上に登場するよ
うに検索エンジンを分析して，検索結果の順
位を上げていくのを支援する業務がメインと
なっています．こういうことなので，どちら
かというと1.0的なサービスをしている会社
と言えるかもしれません．
ただ，この１，２年，インターネットの世
界というものはいろいろ変わってきました．
一番大きな変化というのは，１つ目としてブ
ログが普及したということと，２つ目にmixi
に代表される SNSのサービスです．ブログ
と SNS，この２つが普及したというのが，イ
ンターネットの世界を変えた一番インパクト
があったことじゃないかなと思っています．
ブログを実際書かれている方も多いと思いま
すし，書かなくてもブログを読んでいる方も
多いと思います．多分，今ですと学生さん方
でもブログを書いて，まさに日記代わりに書
いている人も非常に多いと思います．ブログ
というのはシステム的なプログラムでできて
いますので，本当は自分でゼロからやろうと
思うと結構大変なのですけれども，ブログの
サービスがいろいろあり，簡単に登録するだ
けでメールとか掲示板に投稿する感覚で自分
のホームページが開設できるサービスが登場
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してきました．日本の場合は，世の中のほと
んどの主要のブロバイダーとか，もしくは
サービス会社，例えば，Yahoo!もそうなんで
すけど，無料でブログ・サービスというのを
ユーザーに提供していて，何かもうブログを
無料で提供しないとユーザーを囲えないよう
なところがありますので，多分日本ぐらい多
様な種類のブログ・サービスを自由に使える
国はないと思います．そういう環境にありま
すので，本当に誰でもブログを開設できる状
況になっています．ブログが知られるように
なって２，３年しか経っていないと思うので
すが，一人のユーザーでいくつも開設してい
る人もいますから，実数というと，日本でも
多分1000万ぐらいブログが開設されている
と言われています．世界的に言うと5000万ぐ
らいのブログがあると言われている状況で
す．３，４年前はそういったブログ・サービ
ス自体が存在しませんでした．簡単にホーム
ページを作れるということで急激に普及した
のです．
海外サイトですが，Google，Yahoo!に対抗
して，ブログだけの検索エンジンというのが
あるのです．その検索エンジンがトラッキン
グしているブログの開設状況や数も簡単に分
かります．これが2006年６月，３年ちょっと
の間に急激に数が増えている．今で5000万ぐ
らいですけれども，2005年の３月でもまだ
1000万ぐらいですので，１年間で1000万か
ら5000万と異常な数値で増えているのです．
ブログは簡単に開設できると言いましたが，
書く人がいてそれを読む人がいて，こんなに
簡単にできるのなら僕もやろう，私もやろう
ということでどんどん増えてきたと思うんで
す．とにかくもうほとんど指数関数的にブロ
グの数が増えているような状況になっている
と思います．
それから，ブログは日本で非常に人気があ
ります．テクノクラティというのは世界中の
ブログをトラッキングしているのでが，この
データで見ると日本語のブログはすごく多い
んです．３分の１くらい日本のブログで，確
か英語，日本語，中国語のうちで一番多かっ
た時期もあったはずです．人口的に言ったら
中国語とか英語の方が多いはずなのですが，
日本語が一番多かったりするのです．日本は
ブログを開設している人が多くて，まさに日
記感覚で，英語圏ですとジャーナリスティク
というと大袈裟ですけど，あくまで自分の主
張をするためにブログを書く人が多いので
す．それから日本のブログの特徴として１本
１本の記事がすごく短いというのもありま
す．多分日記的にその日の出来事を書くだけ
の場合もあると思いますし，日本は携帯から
投稿できるというのもあります．携帯効果が
非常にありますから，そういう影響があるの
かも知れないのです．ブログが普及してきた
というのが大きな変化だと思います．
それから，SNS，mixiについてです．今
ユーザーが500万人を超えたと言われていま
すが，あれも数年前までのゼロから始まった
サービスで，ほとんど宣伝などもしていな
かったと思うのです．完全招待制で，ただ誰
かが入って誰かを紹介する，１人が２人の友
達を紹介して，その友達がまた，という形で，
拡散して広がっていきました．SNSのサービ
スもたくさんあったのですが，mixiが圧倒的
で，もう500万人という巨大なメディアにま
でなってしまいました．今までインターネッ
トの世界というのは，大企業が，もしくは新
しいベンチャーが，コンテンツを自ら作って
いって，それを公開して企業の宣伝活動に利
用したりとか，もしくはネットでビジネスを
するといった情報源というのが中心で，その
中で個人サイトもあるという感じだったと思
うのです．もうこれだけ個人がネット上にど
んどん発信する情報というのが増えてきて，
インターネットの情報の大半が個人の発信す
るような情報になりつつあるようなところも
あります．インターネットの情報の質という
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のが非常に変わってきたというのがあると思
います．その情報の発信の速度というのが，
企業サイトとかでしたら，更新と言ってもそ
んな１週間に１回あるかどうかという感じで
す．新聞社のサイトでしたら毎日更新すると
思いますけど，雑誌のネット版なら雑誌の月
１回発行に合わせて月１回しか更新しない，
ブログでしたら毎日更新する人も多いと思い
ます．毎日情報を発信していくことでそれが
より多くの読者を得ているというのがありま
すので，情報の量も更新のスピードとかがあ
るのかなという感じがします．WEB1.0的な
ところがインターネットに情報があって，個
人がネットにアクセスして情報を探して入手
するというところで止まっているところだと
したら，WEB2.0的なところは，情報を探し
て得るだけではなくて，自ら情報を発信する
という立場になってきたということがあるの
だと思います．
最近Web2.0を話す時によく使われる
キーワードとして挙げられる CGM という言
葉があります．コンシューマー・ジェネレー
ティブ・メディアと言って，消費者生成メディ
アという感じで個人が作る情報のことを指し
ます．ブログもそうですし，日本で言えば「２
ちゃんねる」みたいなものもそうかも知れま
せん．それからサービスの中でもプロフェッ
ショナルがお金をかけて自分で作るというよ
りは，個人に情報を発信してもらって，それ
を形にするようなメディアです．例えば価格.
comのようなものもあります．安く売ってい
るお店をランキングして並べていて，「ああこ
こが安いからここに買いに行こう」という使
い方をする場合が普通ですが，これを買った
人とか，買おうとしている人がここでいろい
ろな会話ができるような仕組みになってい
る．そして，商品に関するいろいろな会話が
されて，１つのコミュニティの場として非常
に使われているというような状況も出てきま
した．コンシューマーといった一般の人達に
どんどん情報を作ってもらう，それが CGM
で，掲示板の情報というのは，いろいろな個
人が発信している情報で，勿論正しいものも
正しくないものもあると思いますが，ある程
度ボリュームがあって，結構，意外とに役立
つ情報があったりするので，個人もみんなが
集まれば，かなり情報として価値を持ってく
るということです．
コンシューマ ・ージェネレーティブ・メディ
アというのは，コンシューマーというのは消
費者という言葉ですので，非常に企業的な見
方というか，生活している人達のことを消費
者という言い方をしているので，コンシュー
マーという言い方が正しいかどうかという議
論もあったりします．それで，ユーザ ・ージェ
ネレーティブ・メディアという表現も出てき
ています．またブログを書いている人もそう
ですが，かつて単純にコンシューマーという
見方しかされていなかったり，サービスを使
う側のユーザーであるという見方しかされて
いなかった人が，自らも情報を作っていくと
いうようなことになって，逆に情報を生み出
す側の立場，プロデューサーという言い方も
登場してきました．それで，コンシューマー
であった人が同時にユーザーでもあって，さ
らにプロデューサーでもあるという形になり
ますので，一人一人は個人なのですが，無数
に発信される情報がいろいろな形で影響力を
持つようになってきて，ネットで何か検索す
ると，普通の企業のサイトとかニュースサイ
トに混じってブログ，個人のブログの結果が
出てくることが最近多くなっていると思いま
す．普通に検索していても，個人個人が発信
している情報に出会えてしまうというのもあ
ると思いますし，企業としてこれにどう対応
して行ったらいいのかなというのが今問われ
ているところです．Web2.0的に言うと，GM
といった個々の人達がみんなで参加してメ
ディアを作っていくというところを１つの大
きな特徴として挙げることができますし，企
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業の立場で，自らブログを書く企業や SNS
を開設したりする会社も増えてきたりしてい
ます．試行錯誤をしている段階かなと思いま
す．
Yahoo!とか，いわゆる従来型のヒエラル
キーを作って情報を分類して整理している検
索サイトなどは，大きくて人が来るサイトな
ので，そこでいろいろな情報を自ら提供して，
コンテンツの提供をしていくという従来型の
メディアですが，彼等もインターネットの
ユーザーの進化に合わせて自分達も変えてい
かないといけないというのがあります．日本
のYahoo!の例ですが，映画のコンテンツを
ユーザーがレビューできるようになってい
て，いろいろなコメントが載っているのです．
それがグラフ化されていて，結構，参考にな
るということもあります．アメリカの
Yahoo!の映画の方ですと，個人だけの情報
に頼ってしまうことに対するプロの批評家の
危惧もあるのかと思うのです．プロの評価は，
もちろん数が少ないのですが，これなんか結
構面白いなと思います．僕は映画が好きなの
でよくこれを見るのですが，プロの批評家の
映画のレビューをYahoo!側で集めてくる仕
組みになっていて，これはそれで面白いと思
います．
これに対抗して Googleは何をやっている
かというと，ここはまったく Googleらし
かったりするのですけれども，プロとかアマ
チュアとか全然関係なく，Googleのロボット
がインターネット上から集めてきて，プロ
フェッショナルな批評だけではなく，質とい
うか情報源は問わずに評価している．Google
の場合は，検索結果のアルゴリズムに対して
も結構自信を持っていますので，あくまでこ
れは機械的に判別していると思いますが，多
分文脈を分析してそれが好意的なものか，否
定的なものかも判断して検索結果に出してき
ます．
それからこういったインターネットに非常
に情報が溢れてきていることで，ブログだけ
を検索する検索エンジンというのもありま
す．このエンジンは，ブログ記事が投稿され
た瞬間にもうその情報を取ってくる仕組みに
なっていますので，誰かが十数分前に投稿し
たものが出てくるようになっている．それで，
非常に旬のニュースや話題を入力すると，そ
の話題がすぐ出てきますので，普通の検索エ
ンジンとはまた違った，旬の話題に対してみ
んなはどう思っているのだろうというような
ことを調べたい時に，結構使えると思います．
また企業ですと，プレスリリースを出したと
か，その企業について何か言われていないか
毎朝チェックして，それに対して誰が何を
言っているのかを調べるのですが，使い方と
しては面白いかなと思っています．
それから日本ですと，面白いサービスとし
て，その日に投稿されたブログの情報を毎日
毎日集めてきて，その中で記事を分析してど
ういう言葉が一番話されているか，またそれ
に関連してどういったことが一緒に会話され
ているかというのを分析して，自動的にその
日に取り上げる話題を出してくれる kizasi
というサイトもあります．こういうさまざま
なサービスが出てきて，ネットに溢れている
個人の情報を集めてきて何か別の見せ方を分
析するというようなサービスも出てきてい
て，そういうものに人気が出てきています．
こうお話していくと，個人が発信する情報が
力を持つような状況になりつつあるかなと感
じます．日本でしたら元々ああいう掲示板の
ようなコミュニティというのがありました
し，一大メディアの「２ちゃんねる」みたい
なものもありましたから，昔からそういう文
化というのはあったと思うのですけど，まさ
にブログでそこが爆発したという形になって
いるのかなという思いはあります．勿論ブロ
グ，SNSだけが全てではなくて，そういった
サービスが普及すると同時にインターネット
でまたいろいろな新しいニュースとかサービ
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スというのが，この１年ぐらいで立ち上がっ
てきまして，そういったものを総称して，イ
ンターネットのツボが変わるというのが，
Web2.0と言われているものかなとも思い
ます．
もうひとつ，インターネットの第三のメ
ディアになるかも知れないと言われているも
ので，RSSというものがあるのですが，それ
についても説明したいと思います．
RSSというのは，最近ネットの世界では結
構話題の分野でして，私も RSSの本を書い
ているので思い入れが強いということもあり
ます．今日，気になる情報の発信元というの
がに増えてきて，ブラウザでブックマークし
て毎日全部チェックするわけにもいかないと
思いますし，情報が増えてきていろいろな情
報源をいかに効率的に管理して情報を吸収し
ていくかというところが課題になってきた部
分もあると思います．そこで RSS，特に RSS
を読み込む RSSリーダーというものが普及
してきました．RSSというのは何かと言う
と，情報を簡単にインターネットで流通させ
る仕組みのようなものです．言ってみれば，
気になる情報があれば，自らサイトを探しに
行ったり更新されているかチェックしに行か
なくても，その情報源が更新されたら自分に
対して更新を告知してくれるようなもので，
１回登録しておけばあとは新しい情報が入る
ごとに自動的に更新されるので，その更新さ
れたものだけ確認すればいいという，便利な
ツールです．
ちょっと技術的なことは置いておきますけ
ど，RSSというのも一種のフォーマットなの
で，RSSを見るには RSSリーダーという専
用のソフトがあって，それをインストールし
て，自分が気になる RSSを登録しておくと，
更新されると新しい情報が自動的に送られて
くる．この RSSが普及した要因には，ほぼ全
てのブログが RSSというのを吐き出してい
るのです．何十個から何百個，人によっては
1000個以上ブログを登録している人もいる
らしいのですが，ただ1000個登録しても更新
された時しか届きませんから，それだけ
チェックしていればいいということで，ブロ
グがこれだけ増えた時代において，RSSリー
ダーも普及してきたのです．また，今では，
インターネット上で使える RSSリーダーみ
たいなものも出てきています．Yahoo!では，
マイヤフー設定が登録できると思うのでが，
Yahoo!なども RSSリーダー，オンライン
RSSリーダーという言い方をしています．自
分が気になるブログをマイヤフーで登録して
おけば，マイヤフーにアクセスするだけで，
新しい情報が見られるようになっていますの
で，最近またYahoo!を使う人が増えている
かと思います．またインターネットエクスプ
ローラの次のバージョンでは，RSSリーダー
というのがもっと統合されると言われていま
すので，そうなったら RSSの普及が一気に
進むのではないかと思いますし，新しい情報
が届いた時にそれをチェックするというよう
な習慣が根づいていくと，従来のウェブサイ
トの見方というのが変わってくると思いま
す．今までは，気になるサイトをブックマー
クしておいて，そこにアクセスして更新され
ているものがあればそれを見る仕組みだった
と思うのですが，逆にサイト側で発信した情
報がそのままユーザーに届いて，ユーザーは
それを見て，面白そうなものだけ，クリック
してアクセスすればいい仕組みになっていま
すので，本当に気に入ってもらえる記事を書
かない限り，サイトに来てくれないことにな
ります．
RSSのようなメディアが発展して普及す
るということに対しては，ウェブサイトや
ウェブメディアというのは，大変な危機感を
持って取り組んでおります．ユーザーも日経
なりもしくは個人のブログなりあまり関係な
く，自分の気になる記事だけどんどん登録し
ていって，更新されている情報だけチェック
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して，それがあればクリックして飛んでいく
という形になりますので，従来型のメディア
のアクセス数と言いますか，集客力，ブラン
ド力が失せてしまうということがありますの
で，こういったものにどうやって取り組んで
いけばいいかが課題となります．それで，新
聞社でしたら，今，日本で RSS出していると
ころがまだ少ないのですけど，海外とかです
と新聞社のサイトは，ほとんど RSSを出し
ています．RSSリーダーみたいなものが普及
してしまうと，逆にもう RSSリーダーを
使ってしか情報を探さない人も出てくるの
で，もし RSSを提供しないと，そもそも情報
源としてもう見なしてもらえないというリス
クも出てきています．
それから，例えばウェブサイト，ウェブで
情報を発信する側の立場になると，今までは
ウェブサイトというのは１つ作ってそこのブ
ランドの価値を高めて，ユーザーにしてみれ
ばトップページに来てそこから情報を探して
いくということがあったと思うのですが，こ
ういう直接的な情報に対して，当該情報のみ
に対してアクセスできる仕組みが普及してし
まうと，ユーザーがサイトにアクセスする動
線も，それなりに変わってきたという状況が
あります．今まではトップページに来ていた
のが中心だったのですけど，もうトップペー
ジより，直により深い階層のページに来てし
まうというのが現状です．非常にそこが仮想
化されているかと思います．Googleでは検索
エンジンも進化したので，直接企業のページ
が，検索結果に出て，そこに人が来るという
のがあったと思うのですけれど，RSSが普及
するとそこがますます仮想化されていったと
いうのがあると思います．
またそういう動きに対して，媒体が，今ま
でのサイトのデザインでいいのかという議論
もあったりして，彼等もすごく変えてきてい
るのです．例えば，アメリカのニューヨーク
タイムズという新聞で，比較的真面目に取り
組んでいる方だと思いますが，今のニュー
ヨークタイムズのサイトは，このデザインと
いうのが大分変わって，今の時点で，その日
に人気があった記事をまとめて並べていたり
しています．それからその記事に関連する過
去の記事を並べていたりしています．また，
記事を読み終わった後は読んで欲しいような
その日の他のカテゴリの特集記事へのリンク
を貼っているとかです．ユーザーがその記事
を目標としてこのページに飛んで来たのだけ
ど，そこで帰ってしまわないように，できる
だけ関連性のある記事や，人気のある記事を
出しているのです．他のセクションの注目記
事を出したり，１ページだけ見に来たのだけ
れど，そこで帰らないで他のページも見に
行ってもらえるような仕掛けというものを
作っています．実際のニューヨークタイムズ
の担当者の人が講演しているのを聞いたこと
があるんですけど，こういう努力をすること
で他のページも見てくれる人がまた増えてき
たようなことを話されていたんです．
僕もよく見るのですけど，「はてなブック
マーク」というサービスがあります．今まで
のブックマークというものは自分のブラウザ
で気に入ったものがあればそれを登録してい
るだけだと思うのですが，これもインター
ネットのサービスで，ブックマークをどんど
ん登録するのは同じなのですが，ブックマー
クされた数が多い記事から順番に出してくれ
るのです．例えば最近の人気エントリーにつ
いて，バッハからワーグナーまでこういう記
事があるのですけど，これに対しては143人
がブックマークしているのです．登録してい
る人の一覧が出てきて，ちょっと一言コメン
ト書いてあったりするのです．これを見てい
るとその日，みんなが気になっている記事と
いうのがすぐ分かりますので，いわゆる既存
メディアの特集で出される記事とか，みんな
が気になっているいろいろな細かい記事と
か，結構面白い情報源がすぐに分かることに
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なります．勿論，「はてな」を使っているユー
ザーの特性というのもありますので，多少偏
りはあるのが事実だと思うんですけども，そ
の日何が一番旬の情報なのか，みんなが何を
注目しているのかを知るという意味では面白
いサービスだと思います．
それから，私が実験的にやっている写真の
サービスもご紹介しましょう．元々は海外に
あるサービスを日本語にしたものなので，元
ネタは海外ということになりますが．写真を
投稿するサービスというものは従来からあっ
たと思いますが，今までですと，ある写真に
対してこの写真はどういう写真なのかという
ことをカテゴリーで登録していく，いわゆる
Yahoo!的なやり方でやっていたのが多いと
思います．それが，最近１つのトレンドとし
て，情報源に対していろいろなキーワードを
タグという形で登録していって，そのタグを
ベースに情報を探すということができるよう
なりました．それによって情報に広がりを持
たせる仕組みです．投稿した写真に対してさ
まざまなキーワードを登録していく，それが
タグで繫がっていますので，それで他のキー
ワードに繫げて見ていくこともできる仕組み
になっています．一応従来型のカテゴリ選択
式のものもありますが，実際タグ方式の方が
よく使われていたりもします．情報の分類の
仕方ももうユーザーに任せてしまうというや
り方です．こういうのが最近で言うとフォー
クソノミーという言い方をいたしますが，イ
ンターネット上に溢れている情報をユーザー
が自らそれに対してタグという形で名前を付
けて，それをみんなで共有することで情報の
質を高めていくという状況が登場してきまし
た．これも手法としては面白いのかなと思っ
ています．
本日の講演では，こういうWeb2.0的サー
ビスがありますという話をしてきましたが，
そろそろまとめに入りたいと思います．実際，
私達の仕事の現場でも非常にネットの世界が
変わってきているなと感じるところがありま
す．単純に今までのやり方でサイトを作った
りサービスを行なうだけではなく，ブログや
RSSが多くなることで，すごく変化してきて
いるなというのがあるのです．今や，ユーザー
が情報に対しての力を持ってきているので
す．今までも，選んで探して自分なりにチョ
イスするというのもあったと思うのですが，
それと同時に自らも情報を作っていく，それ
を公開する力を持っているのです．更にその
情報の格付けとか，情報の整理というのも自
らがやって，それも１人の力だけでなくてみ
んなでやることで，非常に大きな影響力を持
つようになりました．個人個人の中でもそう
だと思いますし，企業とか我々のような会社
に対してさえも，ユーザーが力を持ってこれ
からウェブを引っ張っていくのではないかな
と思っております．そういう新しい状況の中
で，いったい我々は，何ができるかと考えな
がら取り組んでいるような現状があります．
ただ，成功するための理論というか正解の道
筋というのはないと思っていまして，これか
らの課題になると思います．勿論ユーザーの
方も，今も進化している過程にあると思いま
すが，mixiは，クローズドなコミュニティだ
からといって個人情報を書きすぎてしまって
問題も派生してきました．トラブルになる傾
向も出てきたりしますので，ユーザーも新し
いネットの世界を学んでいる最中だと思いま
す．この流れというのは止められないと思い
ます．特に，メディアに対する接触時間で，
ネット接触時間が圧倒的に長い世代が登場し
てきましたので，そういう世界の中で我々と
しては何をやっていけるのかなということを
考えているところです．Web2.0という言葉
は，流行り言葉で，何となく軽すぎるかなと
いう気も実際しなくはないのですけれど，確
実に変わってきていることは実感していま
す．本日の話は，これで終わりにさせていた
だきたいと思います．
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司会（石井)：ありがとうございました．では，
基本的なご質問からお願いいたします．
千葉（本学)：インターネットでは，使えるよ
うになった当初の頃は情報発信において匿名
性というのが強調されていたように思うので
す．今，インターネットを使った情報発信の
手段が普及して，今日考えて，そういう情報
発信と生身の人間というか，それを匿名にす
べきかどうかということはどのように考えた
らいいんでしょうか．重要な問題じゃないか
なと私は思っているのです．情報を出すとい
うことは，出す人のある種の価値観の表現で
はないかと思います．そうすると，受けた側
は情報発信をした人の生身の状態というか立
場を想定できないと，その情報の受け手とし
ての評価というものはできない．インター
ネットを中心とした情報の社会的なあり方と
して，その初期の頃と今後というか今という
か，その辺の関連をどう考えていますでしょ
うか．匿名性じゃないあり方を考える必要が
あるのではないか．
滝日：匿名というのはかなり日本独自な事情
です．海外ですと，例えば英語圏ですと匿名
性を強調しなくなっています．ブログなど，
ほとんど名前を出す場合が多いと思うので
す．けれど，もちろん匿名だから書けること
というのも当然あると思います．私の会社の
社員のように業界の人間の場合，本名を出し
ては言いたいことが言えないので，匿名で書
く場合もあります．ブログを書いている人な
ども，匿名で書く人もいれば本名で書く人も
いるわけで，この人とかこのメディアが発信
する情報だから信頼するというレベルの基準
を設けている部分も多いと思いますが，本当
に情報の内容だけで判断する度合いの方が非
常に強くなっている部分もあるとは思いま
す．
ですから，そういう意味では，匿名性はあ
まり重要視されなくなっていくのではないか
なと思っています．勿論，例えば２ちゃんね
るみたいなメディアは完全匿名性ですけれど
も，ああいう形になってしまうと，本当に好
き勝手に，嘘も本当のことも含めて書かれて
しまうので，無差別に情報が流れてしまうこ
ともありますけれど，実際に，実社会にそれ
ほど影響を持っているとは言えない気もしま
すし，読む側のリテラシーというのも昔に比
べれば大分強くなっているのでないかという
のもあるのです．２ちゃんねるとかが流行る
前に，東芝のクレーム問題というのが個人サ
イトで，東芝のカスタマーへの対応がすごく
悪かったというのをホームページにして，そ
れが大問題になったことがあったかと思うの
ですけど，今は，あまり問題になってきてい
ないんじゃないかというのもあるのです．何
かこう，情報に対するリテラシーというもの
が，ある程度ユーザー側にもついてきている
ので，匿名じゃないから勝手に嘘も含めて言
えるけど，それが全てそのまま信用されてし
まうというか広まってしまう，というレベル
のネット社会でもなくなってきている気もし
ます．匿名性という問題は，しだいに薄れて
いく気がするというのが，私の意見ではあり
ます．
千葉：インターネットとかそういうものが出
る前は，例えば新聞だとか雑誌だとかという
ものはどこが出しているのか，誰が書いてい
るのかということは自明というか，社会とし
て暗黙の了解があったと思いますよ．イン
ターネットが出てきたことによって，誰でも
書けるようになった．そういうことを踏まえ
て，今の話ですと，今後としては情報を受け
取る側はそういう情報発信元の権威には拘わ
らないというか，内容で判断するようなそう
いう状態に社会の認識が進むと理解している
ということでいいでしょうか．
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滝日：そのような認識を僕自身はしてはいま
す．単純にブランド力だけでやってるだけで
は，多分最終的にはユーザーの信頼をいつま
で得られるか分からないという時代にはなっ
てくると思うのです．逆に言えば，よりプロ
フェッショナルなものを求められる時代にな
るのかと思います．
小池（本学)：現在のウェブのコンテンツの個
人的な流行りとしては，XMLベースで情報
が単純に書き込まれて，コンピューターによ
る自動化が進み，先程も説明されていました
けれども，画像にタグというか，キーワード
が付けられたりとか，そういうことで，サー
チエンジンが情報を見つけて，その結果を表
示することによって情報発信できるというよ
うになってきたと思います．ただそのサーチ
エンジンとかに含まれている最先端のところ
では，多分，タグ自体でそういう風に検索結
果の精度が上がってきたということがある一
方で，やはり我々が検索しようとした時には
タグで囲まれて囲みきれない画像そのものだ
とか，文章，本文であるとか，そういう部分
というのはまだタグとしても書き込めない
し，どう囲っていいか分からないというのが
あると思うのですけれど，そういう中で次の
世代の，そういう検索システムに関して，ど
ういう問題意識が業界全体であるのか，それ
に対してどういう取り組みがあるのかという
ことを教えていただきたいのですが．
滝日：私自身も検索エンジンを作る人間では
ないので，試したことがないのでちょっとよ
く分からないのですけれど，検索エンジンは
非常に進化していますので，書かれている文
章を理解して，それに関連性がある，それに
対応する単語を自動抽出するだとか，解析技
術は進んでいると思うのです．
例えば Googleというのは検索エンジン以
外に，検索した時に広告を出すというサービ
スをやっています．Googleのエンジンが分析
して，文章に多分合っていると思われる広告
を出すという感じで，コンテキスト分析とい
う技術を使ってやっているのですけれども，
Googleが自動的に解析して広告して出すと
いうシステムです．こういう部分の解析とい
うものは非常に進んでいるとは思いますけれ
ども，こういう文章の解析をして，それに関
連性がある情報は何かを結び付けていくとい
う次の部分の技術は，まだまだ進化する余地
があると思っています．それからさっき Goo-
gleの事例をご紹介しましたけれど，ある文
章の傾向として，それがポジティブなものな
のかネガティブなものなのか，そういう意味
を解析するようなものも積極的に取り組んで
いると思います．逆に Googleのように，これ
だけ影響力を持っている会社が巨大メディア
と結び付いてきたわけなので，そこに不安な
ところも感じています．日本だと，最近，政
府が民間と共同で検索エンジンを開発してい
ますが，これからやろうとすることを Google
が全てやってしまうのではないかということ
で，そういった寡占化に対しての危機感は多
分にあると思います．
小池：ありがとうございました．だいたい私
が思ってるのと同じだったのですけれど，ネ
ガティブな評価とかポジティブな評価とか，
だんだん検索エンジンが進化するにつれて，
文脈解析をいかに正確にするかというのが多
分これからのキーポイントになると思いま
す．ただ実際には，完璧に文章の意味を理解
するとか，そういう技術はどこもまだ確立し
ていない状況ですから，そういう精度を上げ
る技術革新を各社がしのぎを削っているとい
う段階だと私は認識しています．多分まだこ
れからもかなり改善の余地というか，発展の
余地があると思いますし，そこを１つ抜けれ
ば，技術を持っている会社が，例えば Google
を打ち破る可能性もあるのではないかと私は
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思うんですがどうでしょうか．
滝日：打ち破れる所までいけば本当にすごい
とは思います．うちの会社も検索エンジンを
研究しているチームがあって，有志なんです
が３人だけでやっています．どこまで Google
に対抗できるのか分かりませんが，今後，ま
だまだいろいろな仕組みが出てくるとは思い
ます．
新國（本学)：私，アマゾンをよく使っている
のですけれど，アマゾンですと例えばどうい
う本を買ったかということで，例えばその本
を買った人はこんな本を買っていますとか，
いろいろな情報を提供してくれたり，それか
らレビューとかいうのが載っています．アマ
ゾンは，ユーザーがそのサイトに入ることで，
このような情報を集めて提供するということ
を個別のユーザー毎に非常にきめ細かくやっ
ていると思います．だから通常検索サイトに
行って見るよりも，そっちの方に見に行った
方が，豊富な情報が集められるということが
今後あり得ると思うのです．
先程おっしゃった RSSとか，ブログ，SNS
いろいろありましたが，そういったものと上
手くリンクすると，すごい世界が生まれそう
なのですが，その辺はどのように思われます
か．
滝日 アマゾンは，圧倒的にネットのトレン
ドを全て融合してやっているなと思っていま
す．アマゾンは，通常の巨大なカタログを持っ
ていて，かつレコメンドデーションエンジン
を付けていて，ある商品を買っている人が他
に何を買ったとか，ある商品を見ている人が
他に何を見ているかというような，レコメン
ドデーション情報を自動的に出すということ
で，元々１個買うだけで行ったのに，どんど
んお勧めが出てくるから知らない間に何かた
くさん買ってしまっていたりということがあ
ります．レビューとかも載せていますし．ア
マゾンは，実は独自で検索エンジンを作って
いたりもしていますので，ある情報を見つけ
て飛んだあとのことも，全部最後まで追って
いけます．何か物を買う時に，Googleとか
Yahoo!で探さずに，いきなりアマゾンに
行って探すという人も当然多いと思うので，
最初から最後までデータとして持っていると
考えると，GoogleとかYahoo!以上のデータ
を持っていると思います．実は，本当に驚異
的な存在になるのはアマゾンじゃないかとい
うことを言う人も実際いたりはするかと思い
ます．レコメンデーション，また記事を投稿
できるようなのもありますし．
それからアマゾンで，CDを売っているセ
クションとかですと，自分のお気に入り CD
というのをどんどん登録できるようになって
いるのです．それが先程ちょっとお見せした，
はてなブックマークみたいに，気に入ってい
る CD同士でそこが繫がっていって，他の僕
と同じ CDが好きな他の人が気に入っている
CDがこれだというのを見て，また買ってし
まうというようなこともあったりします．そ
の辺は非常に上手くやっていると思います．
それから日本でしたら，唯一，楽天さんと
かがある程度頑張っているかと思います．
ちょっと皆さんご存知か分かりませんけど，
インターネットのマーケティングの仕組み
で，アフェリエイトというのがあるのです．
例えばブログでは楽天のサイトを紹介してそ
のブログから楽天に行って物を買うという仕
組みで，ブログの開設者にお金をちょっと
バックするという仕組みがあって，アマゾン
なんかもやってはいるんですけど，楽天です
と自らブログサービスの提供もしています．
楽天ですと，確か売り上げの４割ぐらいはア
フェリエイトからのものです．あれだけ知名
度が高いにも関わらず，直接楽天に来た人で
はなくて，他のどこかのブログで楽天の商品
を知って，それから楽天に来て買っている人
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というのが４割もいるという，インターネッ
ト上のユーザーの行動という意味では，また
全然別のものがあるなという感じです．楽天
に関しては，ブログの方だと最近ちょっと
GoogleとYahoo!に押され気味なところが
ありますが，今後，驚異的な存在になる可能
性もあるのではないかなと思っています．
石井：私もアマゾンのヘービーユーザです
が，「前にこういう物を買ったお客様に送らせ
ていただいてます」みたいな広告が来て，こ
んなものと関係あるのかなとか思うような商
品を勧められてビックリすることがありま
す．勝手にその顧客同士のデータを集めて
いって，商品のリンクを上げていくようなシ
ステムなのでしょうか．
滝日：レコメンデーションのエンジンも多分
いろいろな種類がありますので．実は私のと
ころでも，ちょっとレコメンデーション・エ
ンジンをテストで作ってみたりしたこともあ
るのですけど，ただ本当に単純なもので言う
と，全然違うものが出てきてしまいますので，
世の中にレコメンデーションのエンジンだけ
を提供している会社というのは結構あるんで
すけど，実は使えないものが多いのです．一
番性能がいいのがアマゾンだと思いますけ
ど，それはユーザーの属性とか，いろいろな
データを取得した上で，単純にその商品と一
緒に買われているものをバッと出すというよ
りは，もうちょっと深いところでやっている
のではないかと思います．
石井：アマゾンに見るように，多様な情報を
ユーザに提供するサービスがある一方，Goo-
gleの検索に引っかからないような状況で
す，村八分じゃなくて「Google八分」と呼ぶ
表現もありますが，こういう状況は，これか
らより問題化するかなと思います．
滝日：Googleも何て言うのですか，最初の頃
は本当にデモクラシーの象徴のような感じ
で，非常にいいイメージがあったと思うんで
すけれども，どんどん会社規模が大きくなっ
て，あれだけの企業になってしまうと，いろ
いろなことがあるのかなとも思います．そこ
はやっぱり使う側もあえてそれは認識してお
かなくちゃいけないと思いますし，当然本当
にあそこまで圧倒的な存在である Googleが
情報操作してしまったら，今は分かりません
けれど，今後，どうなんですかね．例えば学
生さんが論文を書く時，ネットで検索して情
報を集めていることが多いと思うのです．そ
もそも情報が出てくるかどうか分からないと
いうのもそうだと思いますし，たとえ情報が
出ても，情報が出てくる順番でユーザーに伝
わる意味もだいぶ変わってくると思うので，
そこに懸念というのは当然出てくると思いま
す．
Googleが世界を支配してしまって何か情
報操作が完全にされてしまうかというと，勿
論ある程度されてしまう部分もあるのかも知
れませんが，その一方で，日本なり，フラン
スなり，別の国産の検索エンジンを作って，
対抗する手段を作るという状況は出てくると
思います．ただ，Googleも，やっぱりアメリ
カの会社ですからアメリカの論理で情報が世
界に流出しないようにということは取り組ん
でいるとは思うので，懸念としては確かにあ
るとは思います．ただ，それで全てが何か
Google的な論理が世界を支配してしまうか
というと，当然ネットはブログもあれば RSS
もあればいろいろなものがありますから，そ
ういう危機的状況になる前に，また新しいも
のが出てくるとは期待してはいるのですけ
ど．
藤本（作新学院大学)：３番目に話します作新
学院の藤本です．今のネタは自分のところで
扱おうかなと思っていたのですが，あまり結
論的なところまではいってはいません．ただ
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今のやりとりで，せっかく話題ですので
ちょっと考えてみると，例えば Googleの一
人勝ちというのは，今ずっと話題になってい
ると思うのです．情報操作であるとか．その
時に，今まで私達が手にしたあらゆるメディ
アがやはり情報操作の手段に使われてきたと
いうのがある．これは前提なんだと思うので
す．ただ社会としてはそれを相対化するよう
な仕組みをあれこれ考えてきた．そもそも資
本にしても集中し過ぎると，これは経済自身
が不健康になるよということで独占禁止法な
んていうものを生み出してきたわけですし，
マスメディアもこれは大変な力があるぞとい
うことが認識された時に，メディアの特性を
きちんと理解するリテラシー教育ということ
があったわけです．
それで今どう見てもその Googleにしても
Yahoo!にしても，私がよく使うサイトが出
てこないというのがあるのですが，そういう
状況になった時に，どうも今までのメディア
の支配以上に一極集中的になってきていて，
私達はそれを相対化するなり対象化する手段
を手にできるのかというのは課題だと思って
います．それは実は社会の仕組みの課題であ
ると同時にテクノロジーは何ができるのかと
いう課題でもあるのではないかなと思ってい
るのです．そこはそんな簡単に解決しないの
でしょうけれども，いかなる時代のメディア
も必ず操作の道具にされて，いろいろな害悪
をまき散らす．その都度私達は何か対抗策，
手段を考えてきたけれども，対抗という言い
方でいいのかどうか分からないですけどね．
これだけ強力な，ある種非常に便利なもので
ありつつ，同時に非常に危ない可能性も持っ
ているものを上手く使うには，一体片方にカ
ウンターバランスとして何を用意すればいい
のかという議論が必要かなと思っています．
まだ感想の段階なのですけど．
司会：では，これで午前中のシンポジウムを
終わりにいたします．それでは滝日さんあり
がとうございました．
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